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ティー・ロウ・プライス 世界グロース株通信 Vol. 33
ティー･ロウ･プライス 世界厳選成長株式ファンド
米国の銀行破綻における影響について
ティー･ロウ･プライス 世界グロース株通信（旧ティー・ロウ・プライス通信）では、金融市場、経済環境、注目セクター、銘柄、金融
市場を動かすトレンド等に対する運用責任者の見方などをご紹介します。今回は、3月10日発表されたシリコンバレー銀行の破綻
が与える影響や今後の見通しなどについてお伝えします。

1. 米国の銀行破綻について 2. 当マザーファンドの保有状況について

3. 今後の見通しと投資スタンスについて

銘柄名 保有比率
（2023年2月末）

SVBファイナンシャル・グループ 保有なし

シグネチャー・バンク 保有なし

米連邦預金保険公社（FDIC）は3月10日、銀行持ち
株会社SVBファイナンシャル・グループ傘下のシリコンバレー
銀行（以下、SVB）が経営破綻したと発表しました。ス
タートアップ向けの融資で知られるSVBは、融資需要が見
込めないなか、預金を長期の住宅ローン担保証券
（MBS）や米国債などで運用していたものの、米連邦準
備制度理事会（FRB）の利上げなどにより、多額の運用
損失が発生しました。同社は運用による損失を計上する一
方で増資を発表したものの、信用不安による預金引き出し
が相次いだことで、経営破綻に陥りました。

また一連の流れを受けて、暗号資産（仮想通貨）関連企
業を顧客として多く抱えるシグネチャー・バンクでも預金流出
が加速し、12日にニューヨーク州金融監督当局が同社の経
営破綻を発表しました。

当マザーファンドにおいて、破綻が報道された左記2行の
保有はありませんでした。

・ 上記銘柄は過去の保有状況であり、個別銘柄の売買を推奨するものではなく、価格の上昇や下落、将来の組入れまたは売却を示唆・保証するものではありません。
・ 将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。
・ 上記は過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

米国の他銀行や株式市場全体への影響を精査
当ファンドではFRBの金融引き締めの影響を受ける可能
性がある銀行や他のセクターにおける潜在的なリスクと投資
機会を特定するために、専門知識を有するリサーチアナリス
トと引き続き協働し、注視しています。また、SVBの破綻が
ベンチャーキャピタル業界に与える影響だけでなく、テクノロ
ジーセクターや関連するエコシステムに関わる未公開・公開
（上場）企業にどのような意味を持つかについても、議論
しています。足元では米金融当局が預金全額保護などの
対策を発表していることから大きな金融不安に陥る可能
性は低いと見られています。

米国外の銀行に波及するリスクは限定的
アジア、欧州、および新興国市場を担当する当社アナリス
トは、経済・金利環境における潜在的な脆弱性が存在す
るか、担当企業を引き続き精査しています。欧州担当アナ

リストは欧州の銀行業界における預金獲得競争が軟化傾
向にあること、米国と欧州で銀行の規制方法が異なること
などから、同様の破綻リスクは抑制されると見ています。日
本株式アナリストも同様に、日本の銀行のバランスシートと
金利環境から、資金調達と流動性のリスクは限定的であ
ると考えています。ティー・ロウ・プライスのグローバルな調査
網により、引き続き注意深くモニタリングする方針です。

慎重ながらも成長性が見込まれる企業に投資
今回の米国の銀行破綻を受けて、株式市場、特に金融
セクターの変動性が高い環境は続く可能性があります。金
融関連銘柄の中には、預金流出や流動性ひっ迫懸念、
収益性低下から発生する、①EPS（一株当たり利益）
下方修正、②バリュエーションが以前の水準に回復しないリ
スクがあると見ています。当件が市場に与える変化を注視
しつつ、慎重ながらも「変化を先取りする」柔軟な投資スタ
ンスでアクティブな運用アプローチを継続する所存です。
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投資信託および当資料に関する注意事項

収益分配金に関する留意点

■当資料は、ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社が作成したお客様向け資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。
■当資料は、信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証するものではありません。
■当資料における見解等は資料作成時点のものであり、将来事前の通知なしに変更されることがあります。また、当資料で示したデータ等は、情報提
供を目的として掲載したものであり、将来の投資成果を示唆、または保証するものではありません。

■投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資元
本を割り込み損失が生じることがあります。

■ご購入の際は投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡ししますので、必ずお受け取りのうえ、内容をよく読み、ご自身でご
判断ください。

■投資信託は、預金や保険契約ではありません。また、預金保険機構や保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。購入金額については、
元本および利回りの保証はありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただく投資信託は、投資者保護基金の支払対象ではありません。

■ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
■「T. ROWE PRICE, INVEST WITH CONFIDENCE」および大角羊のデザインは、ティー・ ロウ・プライス・グループ・インクの商標または登録商標
です。当資料はティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社の書面による同意のない限り他に転載することはできません。

■分配金は、預貯金の利息とは異なり投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。
■分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合があります。その場合、当期決
算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

■投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況に
より、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。


